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タンパク質機能の解析は現代の生物学にとって不可欠であり、細胞や生体内における機能は主に遺

伝子破壊や RNA干渉法による機能喪失解析で研究されてきた。近年、デグロン技術を利用してタンパ
ク質を直接分解することでその機能を喪失させる方法が拡がりつつある。その一つに抗 GFPナノボデ
ィベースの deGradFPやそれをゼブラフィッシュに適応させた zGradシステムがある。このシステムを
用いることで GFPタグが付加された膜貫通型タンパク質、細胞質タンパク質、核タンパク質を可逆的
に分解誘導できることが報告されている。 
本研究では、13アミノ酸からなる ALFAタグ、15アミノ酸からなるMoonタグとそれぞれのタグに

対するナノボディを利用した新規デグロンシステムの構築を試みた。単一のペプチドタグに比較し

て、タグを多量体化した方が検出の感度が向上することが知られている。したがって、本研究では、

まず単量体、二量体、三量体のタグを GFPに連結した。次に、これらのタグ付き GFPが F-boxとナノ
ボディを連結したタンパク質により分解が誘導されるか、またその時多量体化がタンパク質の分解誘

導の効率を高めるかをゼブラフィッシュ胚を用いて調べた。 

ゼブラフィッシュ胚におけるペプチドタグとそれに対するナノ

ボディを用いたタンパク質の分解誘導 

Induction of protein degradation using peptide tags and corresponding 

nanobodies in zebrafish embryos 

 


